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1 ものの燃え方と空気

キャンプなどでたき火をするとき，たきぎとた
きぎの間にすき間をつくらないと，うまく火がつ
きません。このことは，ものの燃え方に空気が関
係していることを示しています。

空気の量と燃え方
・３本のろうそくに火をつけ，右の図のようにする

と，集気びんをかぶせたろうそくは燃えつきる前

に火が消える。

・大きい集気びんをかぶせた方が，火が消えるまで

の時間が長いことから，閉じこめられた空気の中

では，空気の量が多いほど，燃え続ける時間が長

いことがわかる。

空気の出入りと燃え方を調べる実験

【実験】火のついたろうそくにガラスのつつをかぶせ，線こうのけむりの動きを調べる。

【結果 】ほのおのまわりに新しい空気が送りこまれるろうそくは，燃え続ける。長いつつでも，
しきり板を入れると，空気の流れができて，ろうそくは燃え続ける。

ろうそくが燃えると発生する気体を調べる実験

【実験 】石
せっ

灰
かい

水
すい

を入れた集気びんの中で，火が

消えるまでろうそくを燃やす。火が消え

たあと，びんに変化がないか調べ，その

あとでびんをふり，石灰水の変化を調べ

る。

【結果】火が消えたあと，びんの内側がくもる。
→ろうそくを燃やすと，水

すい

蒸
じょう

気
き

（水）が発生する。
びんをふると，石灰水が白くにごる。

→ろうそくを燃やすと，二酸化炭素が発生する。

1 ものの燃え方と空気

■ろうそくが燃えている時間と空気の量
空気中

大きい集気びんの中

小さい集気びんの中

燃え続ける

す
き
間

し
き
り
板

消える

わりばし

け
む
り

線
こ
う

燃え続ける 消える 燃え続ける

石
灰
水

topics 石灰水とはどのような薬品か

水酸化カルシウム（消石灰）という白
色の薬品の水よう液を，石灰水といい
ます。
石灰水に二酸化炭素を通すと，炭酸

カルシウムという水にとけにくい白い
物質ができ，これが原因で白くにごっ
て見えます。ただし，白くにごってか
らも二酸化炭素を通し続けると，今度
は炭酸カルシウムと二酸化炭素と水が
反応して，炭酸水素カルシウムという
物質ができます。この物質は水にとけ
るため，にごりが消えて，ふたたびと
う明な液体にもどります。
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気体の成分の変化を調べる実験

【実験】１ ．Ａ，Ｂの２つの集気びんを用意する。Ａには何も入れず，Ｂには火のついたろうそ
くを入れてふたをし，火が消えたら取り出す。

２．気体検知管を使って，Ａ，Ｂの中の酸素と二酸化炭素の割
わり

合
あい

を調べる。

【結果】ろうそくを燃やすと，酸素の割合がへり，二酸化炭素の割合がふえる。

□⑴　右の図のように，集気びんの中に火のついたろうそくを入れると，ろうそくの火は

どうなりますか。次から１つ選び，記号で答えなさい。

ア　空気中と同じように燃え続ける。

イ　空気中より小さなほのおになるが，燃え続ける。

ウ　ほのおがだんだん小さくなり，やがて消える。

エ　すぐに火が消える。  ［　　　］

□⑵　⑴で，ろうそくを燃やしたあとの集気びんの中に石灰水を入れてよくふると，石灰水はどうなりま

すか。簡単に説明しなさい。

 ［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

□⑶　⑵の結果から，ろうそくが燃えると，何という気体が発生することがわかりますか。

 ［　　　　　　　　］

□⑷　ろうそくが燃えると，⑶以外に，何が発生しますか。 ［　　　　　　　　］

□⑸　次のように，同じ種類のろうそくに火をつけて，大きさのちがうびんを同時にかぶせました。この

とき，ろうそくが最も長い時間，燃え続けるものはどれですか。１つ選び，記号で答えなさい。

 

 ［　　　］

□⑹　火をつけた同じ種類のろうそくにガラスのつつをかぶ

せ，右の図のＡ～Ｃのようにしました。ろうそくの火が
次のようになるものを，図のＡ～Ｃからそれぞれ１つず
つ選び，記号で答えなさい。

□①　最もはやく消える。  ［　　　］

□②　燃え続ける。 ［　　　］ 

ものの燃え方と空気

二酸化炭素用検知管酸素用検知管

約0.04％

約3％

約21％

約17％

Ａ

Ｂ

300 3

ア イ ウ エ

500 3 800 3 1000 3

BＡ

ガラス板

Cガラス板
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6 ものの燃え方と空気

2 ものが燃えるための条件

たき火に水をかけると，火が消えます。なぜでしょう。当たり前のように思われますが，よくよ
くその理由を考えると，思わず首をひねってしまいますね。

ものが燃えるための条件
・ものが燃えるためには，次の３つの条件がそろっている必要がある。１つでも条件がたりないと，
ものは燃えない。

①燃えるもの（ろうそく，石油，紙など）があること。
②空気（酸素）にふれていること。
③発火点＊以上の温度になっていること。

消火のしかた
・ものが燃える条件のうち，１つでも取りのぞけば火は消える。

［例］①燃えるものをなくす。…ガス調節ねじを回してガスバーナーの火を消す。
②空気（酸素）にふれないようにする。…アルコールランプにふたをかぶせて火を消す。

③発火点以下の温度に下げる。…燃えているものに水をかけて火を消す。

3 ものを燃やすはたらきのある気体
空気の成分
・空気は，その体積の約78％がちっ素，約21％が酸素で，それ以外に
二酸化炭素などが約１%ふくまれている。
・ちっ素，酸素，二酸化炭素の，どの気体にもにおいがない。

・ちっ素，酸素，二酸化炭素の，どの気体にも色がない。

・ほのおのまわりに新しい空気が送りこまれるときにろうそくが燃え続け

るのは，空気に酸素がふくまれるためである。

酸素がものを燃やすはたらきがあることを確かめる実験

【実験 】集気びんに，酸素，ちっ素，
二酸化炭素を満たして，その中

に火のついたろうそくを入れて，

燃えるかどうか調べる。

【結果 】酸素の中に入れるとはげしく
燃えるが，ちっ素，二酸化炭素

の中に入れるとすぐに火が消え

る。

酸素中でのものの燃え方

＊発火点…ものが燃え出す温度のこ
と。発火点の低いものほど燃えやすい
といえる。灯油の発火点は 255℃，
さとうの発火点は350℃である。

酸
素

はげしく燃える

ち
っ
素

すぐに消える

二
酸
化
炭
素

すぐに消える

ちっ素（約78％）

酸素
（約21％）

二酸化炭素など
■空気の成分

（約１％）

ろうそく 線こう 木炭

酸
素

ほのおが大きく
はげしく燃える

ほのおを出して
はげしく燃える

赤くかがやいて
燃える

酸
素

酸
素

酸
素

鉄線 イオウ

火花を散らして
はげしく燃える

青白いほのおを
出して燃える

酸
素
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7 ものの燃え方と空気

1 ［実験方法を考えよう］　二酸化炭素には，特に火を消す性質はありませんが，Ｂ君は納
なっ

得
とく

していな

いようです。Ｂ君が納得できるような実験方法を考えて，その結果とあわせて説明してみましょう。

2 ［原因を考えよう］　 1 の実験で一度は納得したＢ君でしたが，やっぱりおかしいといいました。な
ぜなら，Ｂ君が消

しょう

防
ぼう

署
しょ

に社会科見学に行ったとき，そこには二酸化炭素が出てくる消火器があったと

いうのです。そこでＡ君は，この消火器が火を消すしくみを説明して，二酸化炭素そのものが火を消
しているわけではないことを伝えました。Ａ君はこの消火器が火を消すしくみを，どのように説明し
たでしょうか。 

□⑴　空気１L中に，酸素は何 cm3 ふくまれていますか。ただし，酸素は空気中に20％ふくまれている

ものとします。  ［　　　　　　］

□⑵　ものが燃えるためには，次のＡ～Ｃの３つの条件が必要です。あとの①～③のように火を消すとき，
どの条件をのぞいていますか。最も適当なものをそれぞれ１つずつ選び，記号で答えなさい。

Ａ　燃えるものがあること。
Ｂ　空気（酸素）にふれていること。
Ｃ　発火点以上の温度になっていること。

□①　アルコールランプにふたをかぶせて，火を消す。  ［　　　］

□②　なべの油に火がついたとき，生野菜を入れて火を消す。  ［　　　］

□③　山火事が広がらないように，木を切りたおして空き地にする。  ［　　　］

Ａ君： 酸素の中でろうそくがはげしく燃えることから，酸素にはものを燃やすはたらきがある
ことがわかるね。

Ｂ君： そうだね。ろうそくを二酸化炭素の中に入れると火が消えたことから，二酸化炭素には
火を消す性質があることもわかるね。

Ａ君： 二酸化炭素の中に入れたときに火が消えたのは，まわりに酸素がないからだよ。ほら，
ものが燃える条件のひとつに，｢空気（酸素）にふれていること｣ っていうのがあったで
しょう。３つの条件のうちの１つ以上がなくなることによって，火が消えるんだよ。

Ｂ君：たしかに授業ではそう習ったけど……二酸化炭素には，本当に火を消す性質がないのかな。SAM
PLE
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１　右の図のように，火のついたろうそくに細長いガラスのつつをかぶせると，しばらく
燃えてから火が消えました。これについて次の問いに答えなさい。

□⑴ 　しばらく燃えてから火が消えたのはなぜですか。その理由を，次から１つ選び，記

号で答えなさい。

ア　二酸化炭素が発生したため。

イ　水
すい

蒸
じょう

気
き

が発生したため。

ウ　酸素が少なくなったため。

エ　つつの中の空気の温度が高くなったため。  ［　　　］

□⑵　細長いつつをかぶせても，ろうそくを燃え続けさせる工夫を考えました。

□① 　つつに１か所あなをあけて，ろうそくを燃え続けさせようと思います。どこにあなをあければよ

いですか。最も適当なものを次から１つ選び，記号で答えなさい。

 ［　　　］

□② 　つつの中にブリキ板を入れて，ろうそくを燃え続けさせようと思います。どのように入れればよ

いですか。最も適当なものを次から１つ選び，記号で答えなさい。

［　　　］

2　ものの燃え方について調べるため，次の実験を行いました。これについて，あとの問いに答えなさい。
〔実験１〕 　ガラスのつつとガラス板，割

わ

りばしを利用し

て，図１のＡ～Ｃのような装
そう

置
ち

をつくり，火

のついたろうそくを入れた。このとき，Ａに
入れたろうそくは燃え続けたが，Ｂ，Ｃに入
れたろうそくは，しばらくして火が消えた。

ものの燃え方と空気

細
長
い
ガ
ラ
ス
の
つ
つ

ア イ ウ

あ
な

あ
な

あ
な

ア イ ウ ブ
リ
キ
板

ブ
リ
キ
板

ブ
リ
キ
板

図１
Ａ Ｂ ガラス板

割りばし

Ｃ
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□⑴　次の㋐～㋒は，ものが燃え続けるために必要な３つの条件について述べたものです。
㋐　燃えるものがある。
㋑　もののまわりに，燃やすための a が十分ある。

㋒　ものの b が，燃えはじめるときの b （発火点）以上になっている。
□①　上の空らんａ，ｂにあてはまる言葉を，次からそれぞれ１つずつ選び，記号で答えなさい。
ア　日光　　　イ　酸素　　　ウ　水　　　エ　温度　　　オ　重さ　　　カ　体積

 ａ［　　　］　ｂ［　　　］
□② 　実験１で，図１のＢ，Ｃに入れたろうそくの火が消えたのは，㋐～㋒のいずれかの条件が満たさ
れなくなったからです。その条件をそれぞれ１つずつ選び，記号で答えなさい。

 Ｂ［　　　］　Ｃ［　　　］
〔実験２〕 １ ．図２のＰのように，空気が入った集気び

んの中に火のついたろうそくを入れ，ふた

をしたところ，しばらくして火が消えた。

２ ．ろうそくの火が消えたあとのびんＰの気
体と，空気が入ったびんＱの気体の成分を，
図３のような気体検知管を使って調べたと
ころ，火が消えたあとのびんＰでは，空気
にくらべて，ふえた気体（気体Ｘ）と，へっ
た気体（気体Ｙ）があった。

□⑵　実験２の２で，びんＰの中に気体Ｘがふえたことは，ほかの方法でも確認することができます。そ
の方法として適当なものを次から１つ選び，記号で答えなさい。

ア　びんの中に火のついたろうそくを入れると，すぐに火が消えてしまう。

イ　びんの中にオキシドールを入れてよくふると，あわが出てくる。

ウ　びんの中にヨウ素液を入れてよくふると，ヨウ素液が青むらさき色に変化する。

エ　びんの中に石
せっ

灰
かい

水
すい

を入れてよくふると，石灰水が白くにごる。  ［　　　］

□⑶　実験２の２で，びんＰの中でへった気体Ｙは何ですか。  ［　　　　　　　　］

□⑷　空気中に最も多い割
わり

合
あい

でふくまれ，ものを燃やした前後でふくむ割合がほとんど変化しない気体が

あります。その気体は何ですか。 ［　　　　　　　　］

□⑸　次のうち，気体検知管について正しく説明したものはどれですか。１つ選び，記号で答えなさい。

ア　１つの気体検知管で，何種類かの気体の割合を調べることができる。

イ　気体検知管は両はしを折って使うので，気体採取器にはどちらのはしをとりつけてもよい。

ウ　気体検知管の折り口には，気体をとりこみやすいように何もつけない。

エ　気体検知管のめもりの色が変わったあと，少し時間をおいてからめもりを読みとる。 ［　　　］

□⑹　気体Ｙの割合が空気と同じで，残りをすべて気体Ｘで満たしたびんＲを用意して，火のついたろう
そくを入れ，ふたをしたところ，ろうそくは次のいずれかのような燃え方をしました。そのようすと

して最も適当なものを１つ選び，記号で答えなさい。

ア　びんＰより，大きなほのおを出して燃えた。
イ　びんＰより，小さなほのおを出して燃えた。
ウ　びんＰと同じように燃えた。
エ　すぐにろうそくの火が消えた。  ［　　　］

 ものの燃え方と空気

図２

図３

Ｐ Ｑ

気体検知管 気体採取器 ハンドル
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